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要　　旨
【目的】当院での B 型肝炎ウイルス（以下 HBV）再活性化の現状について把握するために調査した．
【方法】2014 年 6 月～ 2018 年 2 月の間に HBV 再活性化をみとめた患者を対象とし，免疫抑制・
化学療法の有無，再活性化後の経過などを調査した．
【結果】HBV 核酸定量検査を行った 1,490 例（単回測定を除く）のうち，HBV 再活性化をきたし
た症例は 11 例であり，全て免疫抑制・化学療法中であった．主な薬剤については Rituximab・
Cyclophosphamide・Doxorubicin・Vincristine・Prednisolone（PSL） （以下 R-CHOP 療法）が 6 例，
PSL 単 独 が 2 例，Abatacept・PSL が 1 例，Capecitabine・Lapatinib が 1 例，Fluorouracil・
Epirubicin・Cyclophosphamide・Docetaxel （以下 FEC・DOC 療法）が 1 例であった．すべての
症例で肝炎の発症や増悪はみられなかった．
【結論】R-CHOP 療法，PSL による再活性化は過去にも報告があった．しかし，Capecitabine・
Lapatinib や FEC・DOC 療法による HBV 再活性化はガイドラインでも注意喚起されておらず，私
たちが検索した範囲では報告もみとめない．従って，いかなる化学療法であっても再活性化がお
こる可能性に対する注意が必要だと考える．
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【緒　　言】
　我が国の B 型肝炎ウイルス（以下 HBV）の感
染率は約 1％である . 出生時ないし乳幼児期にお












特に既往感染者における HBV 再活性化は「de 
novo B 型肝炎」といわれ，急性肝炎に比べて劇












　2014 年 6 月から 2018 年 2 月までの 3 年 8 か月
間に HBV 核酸定量測定を 2 回以上実施した患者






HBV 核酸定量測定は TaqMan HBV「オート」
v2.0 を使って，TaqMan「オート」B システムを
用いて Real time PCR 法で測定した．
【結　　果】
　HBV 再活性化の基準を満たした症例は 11 例で
あった（表 1）．基礎疾患としてはびまん性大細
胞型 B 細胞リンパ腫（以下 DLBCL） 3 例，胃
DLBCL 2 例，乳がん 2 例，ホジキンリンパ腫 1 例，
関節リウマチ 1 例，形質細胞腫 1 例，ネフローゼ
症候群 1 例であった． 
　11 例 の 使 用 薬 剤 や 治 療 法 に つ い て は，
Rituximab・Cyclophosphamide・Doxorubicin・
Vincristine・Prednisolone（PSL）の併用療法（以
下 R-CHOP 療法）が 6 例，Abatacept+PSL が 1 例， 
PSL 単独が 2 例，Capecitabine・Lapatinib が 1 例，
Fluorouracil・Epirubicin・Cyclophosphamide・
Docetaxel の併用療法（以下 FEC・DOC 療法）
が 1 例であった．
　再活性化後の経過は，10 例で核酸アナログに
よる治療として Entecavir が開始され，1 例は終
末期のため対症療法のみによる経過観察となっ



































HBc抗原（-）かつ HBc抗体（-） HBc抗原（+）または HBc抗体（+） 
HBV DNA定量 










（1.3LogIU/mL）未満 図 1 
図１　免疫抑制・化学療法中により発症するB型肝炎の対策ガイドライン（抜粋）
免疫抑制・化学療法前に全例に対して，キャリアおよび既往感染のスクリーニングを行い，キャリアの場合は





学療法中に再活性化した症例 11 例中 6 例が該当
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表１　免疫抑制・化学療法中にHBV再活性化をみとめた症例（n=11）
性別 年齢 診療科 基礎疾患 化学療法 感染状態 その後の治療

























男性 47 血液内科 ホジキンリンパ腫 Rituximab+Cyclophosphamide+ Doxorubicin 
+Vincristine+Prednisolone
キャリア Entecavir 開始
男性 74 リウマチ内科 形質細胞腫 Prednisolone キャリア Entecavir 開始
男性 85 リウマチ内科 関節リウマチ Abtacept+Prednisolone 既往感染 Entecavir 開始
女性 78 乳腺外科 乳がん Capecitabine+Lapatinib 既往感染 Entecavir 開始
女性 74 乳腺外科 乳がん Fluorouracil+Epirubicin 
+Cyclophosphamide+Docetaxel
キャリア Entecavir 再開
男性 76 腎臓内科 ネフローゼ症候群 Prednisolone 既往感染 Entecavir 開始
再活性化後の経過は，10 例で核酸アナログによる治療として Entecavir が開始され，1 例は終末期のため対症療法と
なった．
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